
○「新たな国土軸」として一層重要性が高まる九州と四国、本州をつなぐルート

○地域産業の活性化、観光振興などを
支援する「地方創生の道」

○大規模災害時の広域避難・緊急輸送の
軸となる「命の道」

愛媛県

 大規模災害への事前の備え、災害時の広域避難
や緊急輸送の円滑化による安全・安心の確保

津波浸水時寸断箇所

「命の道」となる
大洲・八幡浜自動車道

県内観光客数 上位5位（令和元年） 利用者数 所在地

１ 松山城ロープウェイ 133万人 松山市

２ 道の駅「八幡浜みなっと」 107万人 八幡浜市

３ 道後温泉入浴客（本館・別館） 104万人 松山市

４ 道の駅「天空の郷 さんさん」 102万人 久万高原町

５ マイントピア別子 66万人 新居浜市

 観光地がもっと近く、もっと身近に
出典：令和元年
観光客とその消費額

八幡浜みなっと

（R4.4供用）
4,000トン級船舶対応
耐震強化岸壁

旧バース
（3,000トン級）

（R4.4供用）
新フェリーターミナルビル

新フェリーターミナルビルと
船舶大型化対応の耐震強化岸壁が完成

高規格道路

大洲・八幡浜自動車道

八幡浜港

八幡浜ＩＣ

国道197号大洲･八幡浜自動車道

起点 本州ルート 四国ルート

大分 約６５１ｋｍ
約０７．８時間

約４２６ｋｍ
約０８．２時間

宮崎 約８４９ｋｍ
約１０．７時間

約５７３ｋｍ
約１０．４時間

鹿児島 約８７３ｋｍ
約１０．０時間

約７２５ｋｍ
約１２．２時間

※１ 各県庁所在地から中国吹田ＩＣまで。
※２ 四国ルートの航路は「八幡浜港～臼杵港」。移
動時間はフェリー乗船時間（１４５分）を含む。

■九州と京阪神間の運転距離と
■移動時間

新時代の国土・地域づくりへの架け橋
～九州と四国、そして本州をつなぐ最後のピース～


